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「鹿児島市上町地区における歴史を活用した持続可能なまちづくり推進プロジェクト

のための調査・分析プロジェクト」 

 

プロジェクト参加教員 

金子満（法経社会学科地域社会コース 准教授）、日髙優介（「鹿児島の近現代」教育

研究センター 特任助教） 

役割分担：金子＝調査・分析プロジェクトの総括 日高＝調査・分析・連絡調整  

 

助成額 

50 万円 

 

プロジェクトの目的 

鹿児島市上町地区は、近代において鹿児島城下の中心地であり、史跡等が多く残る歴

史と文化の蓄積のある町である一方で、鹿児島市街地が南へ広がっていく中、「まちづ

くりをどのような方向で進めるか」という課題についておよそ 10 年の間、常に向き合

ってきた地域でもある。また、施設としても県立石橋記念公園や尚古集成館をはじめと

した世界文化遺産など歴史に関する施設や JR 鹿児島駅といった施設もあり、それらを

いかすべくまちづくりを進めてきた。本プロジェクトでは、これらの実績や成果を整理

しつつ、あらためて地域的特徴である歴史や文化をどのようにまちづくりに生かしてい

くかについて、調査分析を行うことを目的とする。 

 

具体的なプロジェクトの内容 

プロジェクトの内容は、まず、上町地区のまちづくりに関する情報を集め、人脈とつ

ながりを形成しつつ、上町地区で「鹿児島の近代」教育研究センターのコンセプトと接

合するプロジェクトが何かを調査・分析し、地域内でそのコンセンサスをとることを重

視した。 

具体的には、これまで上町地区における地域づくりに携わってきたキーマンと担当教

員のフィールドワークからスタートし、上町サンクチュアリのメンバー及び日高センタ

ー特任教員を含めたメンバーと数回にわたる研究会を開き、上町地区のこれまでの歴者

や文化を核としたまちづくりに関する取組等の整理を行い、歴史を活用した持続可能な

まちづくりのため議論すべき内容についての把握を行った。 

これらを踏まえ、今後の活動を行うための論点の整理や新たな活動への発展を目的

に、キックオフイベントとしてシンポジウムを開催することとなった。シンポジウムで

は、主に、上町地区内にある２つの小学校を取り巻く環境の違いに注目しながらも底流

に流れる同じ地域の歴史を軸として持続可能なまちづくりへのヒントは何かを議論する

場を作った。 
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具体的なプロジェクトの成果 

【フィールドワーク】 

上町に存在する歴史・文化財についての確認を行った結果、歴史的文化的関係性や連

続性が、現在のまちづくり活動の基盤となっているコミュニティ協議会が小学校区単位

で形成されていることによって分断されている実態が確認された。 

【上町住民との研究会】 

歴史・文化財が集積している上町において様々な外部の研究者や専門家とのかかわり

があったが、それぞれの専門における各論的なかかわりであり、連続性がなかった。今

回の研究会において大学における歴史や文化等の専門的な知識のみならず、これらを活

用した観光資源やコミュニティ形成等に関するアドバイス等の重要性について議論され

た。 

【シンポジウム】 

3/18（土）13：30-16：30＠県立石橋記念公園にてのシンポジウムが開催され以下の

成果が生まれた。 

〇センターの研究者と上町住民と合同で歴史や文化財の蓄積や学習に関するプログラム

作成の可能性 

〇センターにて中長期的に地域づくりに大学生を参加させるプログラム作成の可能性 

〇地域のキーマン等を大学の講師として迎えるプログラム作成の可能性 

〇センターが上町地区の歴史をまちづくりに活かすアドバイザーとしての可能性 

（センターと地域が直接つながりを持てる可能性） 

〇大学生の研究フィールドとしての受け入れの可能性 

 

プロジェクトの成果物 

＜学術貢献活動＞ 

「鹿児島の近現代」教育研究センター・上町サンクチュアリ主催『上町ヒストリー町づ

くりシンポジウム IN石橋記念公園』（鹿児島市、2023 年 3 月 18 日開催）金子満（司

会＆コーディネーター）、丹羽謙治（基調講演）、松田忠大（アドバイザー）、日髙優

介（運営サポート） 

＜社会貢献活動＞ 

 「上町のまちづくりを考える研究会」の発足（2022 年 9 月 16 日） 
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『上町ヒストリー町づくりシンポジウム IN石橋記念公園』（2023 年 3 月 18 日） 

 

シンポジウムのチラシ 

  




